
流域治水プロジェクトの策定・公表について

令和4年11月10日

京都府建設交通部
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資料1第5回 中丹管内二級河川流域治水協議会



流域治水プロジェクトとは
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「流域治水」の考えに基づき、国、府、市町村、民間企業、住民等の流域内のあらゆ
る関係者が、流域全体で緊急的に実施すべき治水対策の全体像。

流域内で実施中の取組について、流
域図にプロットしたもの

①位置図

②ロードマップ

今後30年の流域内の治水対策の進捗
状況について表したもの

③参考資料

各関係者の取組を一枚にまとめたも
の。「氾濫をできるだけ防ぐ・減ら
す対策」、「被害対象を減少させる
ための対策」、「被害の軽減・早期
復旧・復興のための対策」に分類さ
れる。



対象河川について
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今年度策定対象の水系は以下の6水系です。なお、昨年度策定の2水
系についても今回の策定に合わせ、フォローアップを行います。

1. 河辺川
2. 朝来川
3. 志楽川
4. 祖母谷川
5. 与保呂川
6. 福井川

【策定対象河川】

【フォローアップ対象河川】

1. 伊佐津川
2. 高野川



河辺川・朝来川・志楽川・祖母谷川

与保呂川・福井川水系
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流域治水プロジェクト(案)

かわ べ あせ く し らく そ ぼ たに

よ ほ ろ ふく い



河辺川・朝来川・志楽川・祖母谷川・与保呂川・福井川水系

流域治水プロジェクト【位置図】
～港へ流れる河川で流域治水を推進～

二級水系
流域治水プロジェクト

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
・河川等整備（河道掘削、河道拡幅、護岸整備）
・河川等の維持管理（維持掘削、河道内樹木の伐採等）
・下水道、排水機場などの排水施設の整備・維持
・流域の雨水貯留機能の向上・保全

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
・水災害リスク情報空白地帯の解消
・住民の水害リスクに対する理解促進の取組
・土砂災害警戒区域等の指定
・避難行動に資する情報発信等の高度化及び防災情報
の充実
・確実な避難行動の実施
・排水ポンプ車導入、出動要請の連絡体制の整備、排
水計画に基づく排水訓練の実施
・水防工法等の訓練や土のう等の備蓄資材確保など、
水防活動の支援
・地図混乱地域の解消

■被害対象を減少させるための対策
・宅地嵩上げ

対策内容

○気候変動による水災害の激甚化・頻発化に対応するため、河辺川・志楽川・祖母谷川・与保呂川・朝来川・福井川においても、事前防災対
策を進める必要があり、以下の取り組みを実施していくことで、流域における浸水被害の軽減を図る。

N

堀川

福井川水系
与保呂川水系

祖母谷川
水系

朝来川水系

志楽川水系

河辺川水系

治山事業(完)

ため池ハザードマップ
作成(完)・周知

治山事業(完)

治山事業(完)

治山事業

治山事業

治山事業

宅地嵩上げ

宅地嵩上げ

宅地嵩上げ

河道掘削、河道拡幅、護岸整備

山地災害地区の指定

山地災害地区の指定

河道掘削、河道拡幅

雨水ポンプ場の整備、
下水道(雨水)管渠の整備

雨水ポンプ場の整備、
下水道(雨水)管渠の整備

雨水ポンプ場の整備、
下水道(雨水)管渠の整備

維持掘削

図-2 マイタイムライン作成講座（円満寺地区）

早期注意情報 ■水位（伊佐津川・高野川・大手川）の状況確認開始 ■水位（伊佐津川・高野川・大手川）の状況確認開始

【情報の入手先】 【情報の入手先】

・水位【伊佐津川・高野川・大手川】 ・水位【伊佐津川・高野川・大手川】

土砂災害情報 　　　　　　　　　　　：舞鶴市総合モニタリング情報配信システム 　　　　　　　　　　　：舞鶴市総合モニタリング情報配信システム

大雨警報（浸水・土砂災害） ・大雨警報（土砂災害）の危険度分布：土砂キキクル（気象庁） ■避難場所・避難経路の確認

洪水警報 ・土壌雨量指数：京都府土砂災害警戒情報 ■防災グッズ（避難時持ち出し品）の準備

■避難場所・避難経路の確認 ■自宅の浸水対策・車や家財の避難

■タイムライン・連絡網の確認 ■要配慮者の自主避難　又は避難の準備（注２,注３）

■市役所等からの情報確認 　避難先（自主避難）【西支所】

■要配慮者への注意喚起 　避難先（次善）【安全な親戚・知人宅】

指定緊急避難所【西支所】の開設 ■区長（等）が、スイッチ１と避難情報を確認 ■要配慮者の避難開始（注２）
●伊佐津川（二ツ橋）の水位　2.9ｍ 　避難先　【西支所】

●高野川（引土）の水位　1.5ｍ ●警戒レベル３ ■区役員・自主防災部役員・消防団に連絡 　避難先（次善）【安全な親戚・知人宅】

●大手川（中流）の水位　〇〇ｍ 　高齢者等避難の発令
　（注４） ■要配慮者以外の避難の準備

■自治会役員・自主防災部役員・消防団による注意喚起、 　必要に応じた自主避難の開始（注２）

　避難の呼びかけ、避難誘導・支援開始　※要配慮者を優先 　避難先　【西支所】

　　 　避難先（次善）【安全な親戚・知人宅】

　※避難が危険な場合は【自宅２階の部屋等】

指定緊急避難所【西市民プラザ】 ■区長（等）が、スイッチ２と避難情報を確認 ■避難できていない要配慮者の垂直避難（注２）
●伊佐津川（二ツ橋）の水位　4.0ｍ の開設 　避難先【自宅２階の部屋等】

●高野川（引土）の水位　2.0ｍ ●警戒レベル４ ■区役員・自主防災部役員・消防団に連絡 　　状況に応じ、安全に移動可能なら【西支所】【西市民プラザ】

●大手川（中流）の水位　〇〇ｍ 　避難指示の発令 　　　　　　　　　　　　　　　　　【西駅交流センター】

　（注４） ■危険な場所にいる方の全員避難（注２）
■自治会役員・自主防災部役員・消防団による呼びかけ 　避難先　【西支所】【西市民プラザ】【西駅交流センター】

　　・避難できていない要支援者…垂直避難補助 　避難先（次善）【安全な親戚・知人宅】

土砂災害警戒情報 　　・要配慮者以外への避難の呼びかけ 　　　　　　　　【自宅２階の部屋等】でも可

記録的短時間大雨情報

大雨特別警報 ●警戒レベル５ ■最終的な命を守る危険回避行動
災害の発生 　緊急安全確保の発令 　避難先【自宅２階の部屋等】

　（注５）

警報等の解除 避難指示等の解除 ■帰宅 ■帰宅

注１：気象・水象情報に関する発表のタイミングについては、地域・事象により異なります。
注２：外出することが危険な場合（土砂が崩れ始めている場合や夜間の場合等）は、屋内の山の斜面から離れた、
　　　より高い階へ避難しましょう。
注３：指定緊急避難場所が開設された場合、スイッチの状況にかかわらず、自主的に避難することが出来ます。
注４：気象状況に応じて、高齢者等避難の発令を早める、もしくは避難指示を発令する場合があります。
注５：すでに安全な避難が出来ず、命が危険な状況です。「緊急安全確保」の発令を待ってはいけません。

要配慮者・住民の動き

舞鶴市円満寺地区　避難行動計画表
気象・水象情報（注１） 舞鶴市の動き 地域の動き

時

間

経

過

スイッチ１

スイッチ２

がけ崩れ：がけからの水が濁る、地下水や湧水が止まる、

斜面にひび割れや変形がある、小石が落ちてくる、

がけから音がする、異様な匂いがする。

土石流 ：山鳴りがする、降雨が続いているのに川の水位が

下がる、川の水が濁る、流木が混ざる

※土砂災害の前兆現象 確認時

・すぐさま垂直避難

（自宅２階の山から離れた部屋）

・その場から即時離れる

即時避難！

案

【スイッチや避難情報】 【情報の入手先】

土壌雨量指数 京都府土砂災害警戒情報（京都府ホームページ）

土砂災害の危険度

（土砂キキクル）

土砂キキクル（大雨警報（土砂災害）の危険度分布）

（気象庁ホームページ）

河川水位情報

（伊佐津川・高野川・米田川）

京都府河川防災情報（京都府ホームページ）・危機管理型水位計

舞鶴市総合モニタリング情報配信システム（舞鶴市ホームページ）

気象情報 気象庁ホームページ

避難情報

舞鶴市防災行政無線（防災行政無線テレホンサービス62-7400）

緊急速報メール、テレビのテロップ、テレビのｄボタン

舞鶴メール配信サービス

舞鶴市総合モニタリング情報配信システム（舞鶴市ホームページ）

情

報

の

入

手

先

河道内樹木の伐採

河川管理施設等の老朽化対策

ため池、水田等の治水活用ため池の堆積土砂撤去

農業水利施設の整備・保全

【全水系で実施】

森林の整備・保全

図-1 維持掘削

施工前 施工後

※本図は全対策の内、代表的な対策を記載している。
※具体的な対策内容については今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

※災害からの安全な京都づくり条例に基づき、府、市等
が一体となって防災対策を推進

かわ べ あせ く し らく そ ぼ たに よ ほ ろ ふく い

京都府管理河川

流域界

（完） 対策完成

流域内各地の対策

凡例

ため池ハザードマップ
作成(完)・周知

ため池ハザードマップ
作成(完)・周知

ため池ハザードマップ
作成(完)・周知

ため池ハザードマップ
作成(完)・周知

ため池ハザードマップ
作成(完)・周知

ため池ハザードマップ
作成(完)・周知
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⚫河辺川・朝来川・志楽川・祖母谷川・与保呂川・福井川水系では、上下流・本支川の流域全体を俯瞰し、府、市が一体となって、以下の手順で「流域治
水」を推進する。
【短 期】 河川整備により、護岸等を整備するとともに、浚渫や樹木伐採等の維持管理も併せて実施する
【中 長期】 河川整備の実施とともに「排水ポンプ場の整備」など排水施設の整備・維持も併せて実施する

気候変動
を踏まえた
更なる対策
を推進

区分 主な対策内容 実施主体
工程（ 対策実施中 対策完成）

短期（令和４年度

～令和８年度）
中長期（令和９年度～令和33年度）

氾濫をできる
だけ防ぐ・減ら
すための対策

河川等整備 京都府

河川等の維持管理 京都府

支川の維持管理 舞鶴市

下水道、排水機場などの排水施設
の整備・維持

舞鶴市

流域の雨水貯留機能の向上・保全 京都府

被害対象を減少させる
ための対策

宅地嵩上げ 舞鶴市

被害の軽減、
早期復旧・復
興のための対

策

水災害リスク情報空白地帯の解消
住民の水害リスクに対する

理解促進の取組

舞鶴市
京都府

土砂災害警戒区域等の指定 京都府

避難行動に資する情報発信等の高
度化及び防災情報の充実

舞鶴市

確実な避難行動の実施 舞鶴市

排水ポンプ車導入、出動要請の連絡
体制の整備、排水計画
に基づく排水訓練の実施

舞鶴市

水防工法等の訓練や土のう等の備
蓄資材確保など、水防活動の支援

舞鶴市

地図混乱地域の解消 京都府

※スケジュールは今後の事業進捗の状況によって変更となる場合がある。

舞鶴市総合モニタリン
グシステムの整備

河辺川、福井川
河道掘削、河道拡幅、護岸整備完了

排水ポンプの整備

河辺川・朝来川・志楽川・祖母谷川・与保呂川・福井川水系

流域治水プロジェクト【ロードマップ】
～港へ流れる河川で流域治水を推進～

二級水系
流域治水プロジェクト

かわ べ あせ く しら く そ ぼ たに よ ほ ろ ふく い
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氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策事例
＜東市街地における内水対策＞ 舞鶴市

● 舞鶴市では、雨水管理総合計画で設定した優先順位を基に、各排水区について地形的要因や予算等を考慮し

浸水対策を進めていきます。

市場排水区
国道27号浸水状況（市場）

平成29年台風21号

松ヶ崎第2排水区（竜宮）
平成29年台風21号
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氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策事例
＜森林整備事業による間伐等の実施＞ 京都府 中丹広域振興局 農林商工部

⚫ 近年、豪雨災害により府内各地で山地災害が多発する中、森林の防災・減災機能の発揮
に対する期待がより一層高まっています。

⚫ 森林整備事業は、整備の遅れた森林等において、間伐を始めとする森林整備を行うこと
により、国土の保全、水源の涵養、自然環境の保全等の森林の有する多面的機能の維
持・増進に資する事業です。 ※国事業名：森林環境保全整備事業（農林水産省林野庁所管）

【取組内容】間伐等の森林整備
【場 所】舞鶴市下福井ほか

整備が適正に実施された森林では
、下層植生が繁茂し、土砂等の流
出が少なくなります。

【整備前】 【整備後】

整備前後の森林の状況（イメージ）

間伐等の整備が遅れた森林では、
下層植生が著しく乏しく、豪雨時
には雨水による浸食により、土砂
等が流出しやすくなります。
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氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策事例
＜森林整備事業による間伐等の実施＞ 京都府 中丹広域振興局 農林商工部

⚫ 近年、豪雨災害により府内各地で山地災害が多発する中、森林の防災・減災機能の発揮
に対する期待がより一層高まっています。

⚫ 森林整備事業は、整備の遅れた森林等において、間伐を始めとする森林整備を行うこと
により、国土の保全、水源の涵養、自然環境の保全等の森林の有する多面的機能の維
持・増進に資する事業です。 ※国事業名：森林環境保全整備事業（農林水産省林野庁所管）

【取組内容】間伐等の森林整備
【場 所】舞鶴市鹿原、与保呂ほか

整備が適正に実施された森林では
、下層植生が繁茂し、土砂等の流
出が少なくなります。

【整備前】 【整備後】

整備前後の森林の状況（イメージ）

間伐等の整備が遅れた森林では、
下層植生が著しく乏しく、豪雨時
には雨水による浸食により、土砂
等が流出しやすくなります。

河辺川

朝来川

志楽川

祖母谷川

与保呂川
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氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策事例
＜治山事業＞ 京都府 中丹広域振興局 農林商工部
農林商工部長⚫ 治山事業は、森林維持造成を通じて府民の生命・財産を保全するとともに、水源の涵養、生活環境の保全・形成等を図る重

要な事業です。
⚫ 中丹広域振興局では、土砂流出対策のための治山施設の設置、森林整備のほか人家や公共施設等に隣接した森林におけ

る風倒木等の危険木の伐採など、森林の持つ防災機能をはじめとした、多面的機能の向上を推進しています。

復旧治山事業（国庫事業）
（舞鶴市上福井地内）

山腹崩壊の復旧及び荒廃渓流の整備
(実施前)

崩壊地や荒廃渓流の復旧整備による
山地災害の未然防止対策

山腹工箇所

治山ダム工箇所

土留工

治山ダム工

山腹崩壊の復旧及び荒廃渓流の整備
(令和２年度実施後)

山腹工

山腹崩壊の復旧
(令和３年度施工途中)
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氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策事例
＜治山事業＞ 京都府 中丹広域振興局 農林商工部
⚫ 治山事業は、森林維持造成を通じて府民の生命・財産を保全するとともに、水源の涵養、生活環境の保全・形成等を図る重

要な事業です。
⚫ 中丹広域振興局では、土砂流出対策のための治山施設の設置、森林整備のほか人家や公共施設等に隣接した森林におけ

る風倒木等の危険木の伐採など、森林の持つ防災機能をはじめとした、多面的機能の向上を推進しています。

流木又は流木発生の原因となる
危険木等の撤去

流木等流出防止対策事業（単費事業）
【豊かな森を育てる府民税活用事業】

（舞鶴市鹿原地内）

復旧治山事業（国庫事業）
（舞鶴市多門院地内）

山腹崩壊の復旧及び荒廃渓流の整備
(実施前)

崩壊地や荒廃渓流の復旧整備による
山地災害の未然防止対策

山腹工箇所

治山ダム工箇所

山腹工

治山ダム工

山腹崩壊の復旧及び荒廃渓流の整備
(実施後)

全 景

流木等及び土砂の撤去（実施後）

流木等及び土砂の撤去（実施前）

11



⚫ 河積阻害を軽減し、流下能力を向上させるために必要な河道拡幅や護岸整備及び洪水を安全に流下させるために
河道の維持掘削や樹木伐採を進めている。

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策事例
京都府 中丹広域振興局 建設部

12

＜河道拡幅及び護岸整備＞

令和4年6月現在

河道拡幅
護岸整備区間

未整備区間

＜維持掘削＞

施工前 施工後

＜樹木伐採（維持掘削)＞

施工前 施工後

■河川等整備（河辺川・福井川水系） ■河川等の維持管理（全水系）

河辺川



氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策事例
＜水源林造成事業による森林の整備・保全＞

国立研究開発法人 森林研究・整備機構 森林整備センター 近畿北陸整備局

13

⚫ 水源林造成事業は、奥地水源地域の民有保安林のうち、所有者の自助努力等によっては適正な整備が見込めない箇
所において、針広混交林等の森林を整備することにより、森林の有する公益的機能の高度発揮を図る事業です。

⚫ 水源林造成事業地において除間伐等の森林整備を計画的に実施することで、樹木の成長や下層植生の繁茂を促し、
森林土壌等の保水力の強化や土砂流出量の抑制を図り、流域治水を強化促進します。

⚫ 中丹管内流域における水源林造成事業地は、約10箇所（森林面積約405ha）であり、流域治水に資する除間伐等の
森林整備を計画的に実施していきます。

兵庫県

福井県

N

一級河川
由良川流域

日本海

中丹管内

丹後管内



被害対象を減少させるための対策事例
＜宅地嵩上げ＞ 舞鶴市

● 舞鶴市では、ハード対策で解消しきれない浸水被害について、住宅等の地盤の嵩上げを行う方に対して、その費用の一

部を助成し、市街地の被害軽減を目指しております。

宅地の嵩上げを助成します！

【助成対象者】
対象エリア内に住宅や店舗を所有又は借用し、建物等の新築や改

築等にあわせ嵩上げ工事を実施される方
※ただし、以下の場合は対象外となります。
・倉庫や駐車場のみの嵩上げ工事を行う方
・販売を目的に開発や造成を行う方
・市税を滞納している方

【対 象 工 事】
最寄の道路から宅地の地盤の高さが５０㎝以上となる嵩上げ工事

で、工事の実施により浸水被害の軽減が確実に見込まれるもの。

【対 象 経 費】
① 実際に嵩上げ工事に要した費用
②1㎡あたり１0㎝の嵩上げにつき1,800円を掛けた額
※対象経費の上限は３００万円とします。

【助 成 額】
対象経費に１/３を掛けた額
ただし、市外の業者に施工を依頼した場合は１/４を掛けた額
（助成額の上限は１/３助成で１００万円、1/４助成で７５

万円となります。）

＜内 容＞
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被害の軽減、早期復旧・復興のための対策事例
＜舞鶴市総合モニタリング情報配信システム＞ 舞鶴市

⚫ 令和元年に舞鶴版Society5.0推進本部を設置し、「舞鶴市総合モニタリング情報配信システム」の開発を

開始
⚫ 令和２年度、内閣府ＳＩＰによる「市町村災害対応統合システム」モデル自治体に選定され、システム導入

⚫ 令和３年度、「舞鶴市総合モニタリング情報配信システム」の運用開始（7月）

15

【令和４年度】

⚫ 提供情報の拡充：河川カメラ画像公開（１４か所）、水位計（４か所）、雨量情報（１か所）
⚫ 「市町村災害対策統合システム」と連動した避難情報の発令等のシステム構築

総合モニタリングシステム開発事業
＋

ＳＩＰ市町村災害対応統合システム開発
（内閣府）

水位計

雨量計

河川カメラ画像



被害の軽減、早期復旧・復興のための対策事例
＜防災教育・啓発活動の推進等＞ 舞鶴市

⚫ 被害を軽減するための方策として、住民自らが、自助、共助の高い意識をもって確実な避難行動を取っていただくための各種取り組
みを継続、実施している。

⚫ 特に、地域の自主防災組織が主体となって実施する訓練には、タイムラインの作成から訓練の実施まで、積極的にサポートしている。

朝来川（朝来新町地区））
□ 防災学習（倉梯第二小学校）

災害から身を守るための知識と方法

□ 民生委員防災研修

ハザードマップと地区タイムライン

□ 出前講座

タイムライン作成支援

住民や関係機関等と連携した防災訓練の実施

2022/7/1

３日後の豪雨予想 ■今後の対応について、自主防災部長・事務局で協議、役員へ連絡 ■水位（朝来川）や土壌雨量指数の状況確認開始

【情報の入手先】

明日、明後日の豪雨予測（注意報） ■自主防災部長・事務局が、対応班の編成と担当役員・組長へ連絡 ・水位【朝来川】：舞鶴市総合モニタリング情報配信システム

土砂災害情報 ■自主防災役員が、担当箇所の確認と備品の確認。朝来川水位の確認 ・大雨警報（土砂災害）の危険度分布：土砂キキクル（気象庁）

■組長が組連絡網にて、各戸へ避難準備と親族への連絡を要請（警報時） ・土壌雨量指数：京都府土砂災害警戒情報

大雨警報（浸水・土砂災害） ■避難場所・避難経路の確認

洪水警報 ■防災グッズ（避難時持ち出し品）の準備

■自宅の浸水対策・車や家財の避難

朝来川水位 1.2ｍ（水面高 16.3ｍ） ■自主防災部長・事務局から役員への集合発令【朝来新町集会所】 ■要配慮者の自主避難　又は避難の準備（注２,注３）

　舞鶴市総合モニタリング情報配信システムで確認 　　消防団への連絡（警備体制、【朝来小学校】避難所開設依頼） 　避難先（自主避難）【大浦会館】

■自主防災役員⇒監視所の器材確認及び各監視場所に配備 　避難先（次善）【安全な親戚・知人宅】【自宅2階】

■組長⇒組連絡網にて状況報告

指定緊急避難所の開設 ■自主防災部長・事務局・監視所役員が、 ■要配慮者の避難開始（注２）
【１・２・３組】 【まなびあむ】 スイッチ１と避難情報を確認 　避難先　【朝来小学校】【大浦会館】

　●監視所①　吉野川  1組 山本宅前 護岸 　避難先（次善）【安全な親戚・知人宅】【自宅２階】

　　　　黄色のライン超過 ●警戒レベル３ ■自主防災部役員・組長・消防団に連絡

　●土砂キキクル　赤色 　高齢者等避難の発令
　●土壌雨量指数の実測値【KPライン超過】 　（注４） ■要配慮者以外の避難の準備

■各組長による組連絡網にて避難推奨を連絡 　必要に応じた自主避難の開始（注２）

【9・１０組】 ■自主防災部役員・消防団による注意喚起、 　避難先　【大浦会館】【朝来小学校】

　●監視所②　朝来川 9組　高宮宅横 護岸 　避難の呼びかけ、避難誘導・支援開始　※要配慮者を優先 　避難先（次善）【安全な親戚・知人宅】【自宅２階】

　　　　黄色のライン超過

　※山に近い方は【自宅２階の山から離れた部屋等】

【4・5・６・７・８・１１・１２組】

　●監視所③　朝来・早稲田川 合流部 護岸

　　　　黄色のライン超過

指定緊急避難所の開設 ■自主防災部長・事務局・監視所役員が、 ■避難できていない要配慮者の垂直避難（注２）
【１・２・３組】 【朝来小学校】 スイッチ２と避難情報を確認 　避難先【自宅２階の山から離れた部屋等】

　●監視所①　吉野川  1組 山本宅前 護岸 　　状況に応じ、安全に移動可能なら【朝来小学校】

　　　　赤色のライン超過 ●警戒レベル４ ■自主防災部役員・組長・消防団に連絡

　●土砂キキクル　紫色 　避難指示の発令
　●土壌雨量指数の2時間先予測値【CLライン超過】　（注４） ■危険な場所にいる方の全員避難（注２）

■各組長による組連絡網にて避難推奨を連絡 　避難先　【朝来小学校】

【9・１０組】 ■自主防災部役員・消防団による呼びかけ 　避難先（次善）【安全な親戚・知人宅】

　●監視所②　朝来川 9組　高宮宅横 護岸 　　・避難できていない要支援者…垂直避難補助 　　　　　　　　【自宅２階の山から離れた部屋等】でも可

　　　　赤色のライン超過 　　・要配慮者以外への避難の呼びかけ

【4・5・６・７・８・１１・１２組】

　●監視所③　朝来川・早稲田川合流部 護岸

　　　　赤色のライン超過

土砂災害警戒情報

記録的短時間大雨情報

大雨特別警報 ●警戒レベル５ ■最終的な命を守る危険回避行動
災害の発生 　緊急安全確保の発令 　避難先【自宅２階の山から離れた部屋等】

　（注５）

警報等の解除 避難指示等の解除 ■帰宅 ■帰宅

注１：気象・水象情報に関する発表のタイミングについては、地域・事象により異なります。 注４：気象状況に応じて、高齢者等避難の発令を早める、もしくは避難指示を発令する場合があります。
注２：外出することが危険な場合（土砂が崩れ始めている場合や夜間の場合等）は、屋内の山の斜面から離れた、 注５：すでに安全な避難が出来ず、命が危険な状況です。「緊急安全確保」の発令を待ってはいけません。
　　　より高い階へ避難しましょう。
注３：指定緊急避難場所が開設された場合、スイッチの状況にかかわらず、自主的に避難することが出来ます。

舞鶴市朝来新町地区　避難行動タイムライン
気象・水象情報（注１） 舞鶴市の動き 地域の動き 要配慮者・住民の動き

時

間

経

過

スイッチ１

スイッチ２

□避難行動タイムラインの作成

□避難スイッチの現地確認

□避難訓練／要配慮者支援
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朝来新町タイムライン訓練 【水位監視所と訓練機材配置図】 (案) 

 

 

 

 

 

 

① LED 投光器 1台 

② 発電機    1台 

③ 無線機    1台 

④ 拡声器    1台 

⑤ 監視員    2名 

① LED 投光器 1台 

② 発電機    1台 

③ 無線機    1台 

④ 拡声器    1台 

⑤ 監視員    2名 

① LED 投光器 1台 

② 発電機    1台 

③ 無線機    1台 

④ 拡声器    1台 

⑤ 監視員    2名 

① 無線機    1台 

② 消防団員   1名 

① 簡易テント  3張 

② LED 投光器 1台 

③ 無線機    1台 

④ 拡声器    1台 

※ 上記資器材のうち、LED投光器 1台(自主防災会)、テント 2張(消防団)の所管 

□ 京都北部連携5市2町による応援協定の締結

防災教育・啓発活動等の推進

要配慮者利用施設の避難確保計画の作成支援

広域避難計画等の策定

□ 個別の対面方式による作成支援

介護施設及び障害者施設（R4）
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○河川の氾濫や内水などによる浸水被害発生時、現地において迅速かつ的確に排水作業
を行い、浸水被害の軽減や地域における早期の復旧活動を支援

○常設の排水施設がない河川等で機動的に湛水を排除

【対策内容】
・排水ポンプ車導入の検討
・出動要請の連絡体制の整備
・排水計画の策定、計画に基
づく排水訓練の実施

※排水ポンプ車４台(1台あたり排水能力30m3/min）で、府内一円に出動
※国、市所有の排水ポンプ車と連携

近畿地方整備局の排水ポンプ車稼働状況
（Ｈ30年7月豪雨・福知山市荒河排水機場）

●

●

●
●

運用計画

Ｒ3年6月綾部市と合同訓練を実施

●：保管場所

被害の軽減、早期復旧・復興のための対策事例
＜排水ポンプ車＞ 京都府 建設交通部

H30年9月 土木事務所に排水ポンプ車を導入
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⚫ 府管理河川において、洪水時の観測に特化した危機管理型水位計を１２６箇所に設置し、また、機能を限定した低
コストな簡易型河川監視カメラを73箇所に設置し、府のホームページで住民への情報提供を行っています。

被害の軽減、早期復旧・復興のための対策事例
＜水位計・河川監視カメラ等の設置・情報提供＞ 京都府 建設交通部

簡易型河川監視カメラ

危険水位

氾濫開始水位

観測開始水位超過

平常水位

危機管理型水位計

現在までの水位
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被害の軽減、早期復旧・復興のための対策事例
＜災害情報収集に関する取組＞ 京都府 中丹広域振興局 地域連携・振興部

○ 地域の災害情報を住民の皆さんに提供戴き、迅速な災害対応につなげる「中丹自然災害情報連絡
ネットワーク（災害情報ネット）」の構築など、ソフト施策に取り組むことで、地域の防災・減災
対策を推進
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水害等避難行動タイムライン作成支援

被害の軽減、早期復旧・復興のための対策事例
＜水害等避難行動タイムライン作成支援等の取組＞

京都府中丹広域振興局地域連携・振興部

○ 地域ぐるみで適切な避難行動を取ることができるよう、住民が主体となってタイムラインを作成し、
自らの命は自らが守るという自助意識を高め、互いに声を掛け合って避難する共助体制の構築に繋
げる

水害などの際に「いつ」「どこへ」「どのように」避難するか

を事前に決めておく計画のことを「水害等避難行動タイムライン

（以下タイムライン）」といいます。自分たちの住む地域の洪

水・土砂災害リスクについて、自主防災組織や自治会などで検討

しながら作成し、住民一人ひとりの「タイムライン」を作ること

で、災害発生時に確実な「命を守る行動」を取ることができます。

タイムライン作成を支援
するため、タイムライン作
成支援人材による出張ワー
クショップを開催
（随時受付中）

ワークショップの際には、
地域の危険場所や避難経路
を確認するため、まち歩き
も実施

災害時避難行動円滑化事業

消防団と自主防災組織等が連携したプッシュ型の避難誘導訓練、
タイムライン活用避難訓練、研修などの取り組みに要する敷材購
入経費等を支援（危機管理総務課所管事業）

豪雨災害を想定し、タイムラインに基づいた避難訓練と、

新たに購入したLEDライト、トランシーバー、発電機、メ

ガホンを活用した監視や情報伝達を実施

（訓練風景） （訓練風景）

（ワークショップ風景）



被害の軽減、早期復旧・復興のための対策事例
＜京都BCPの取組＞ 京都府 中丹広域振興局 地域連携・振興部
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被害の軽減、早期復旧・復興のための対策事例
〈ため池ハザードマップ作成・周知〉 京都府 中丹広域振興局 農林商工部

防災重点農業用ため池を対象に、万が一、ため池が決壊した場合に備えて、被害想定区域や避難場所等が
表示された「ため池ハザードマップ」を作成し、地域住民の方々に周知を図っています。

地域住民
いざという場合に備え、日常的に防災意識を持つことや避難場所、

避難経路を把握しておくことが求められます。

ため池管理者
日常的に地域防災を意識することでため池の特徴を把握し、常日

頃の維持管理や点検などの重要性を認識することが求められます。

行政担当者
地域住民や施設管理者への防災意識の醸成を図るツールとして活

用することが可能です。

■ハザードマップ作成の目的

た
め
池
諸
元
の
整
理

簡
易
氾
濫
解
析

踏
査
、
写
真
撮
影

被
害
区
域
の
想
定

避
難
活
用
情
報

災
害
学
習
情
報

地
元
協
働
活
動

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ワークショップやため池点検を実施

ため池点検野帳の活用→

農業用ため池の管理及び保全に関する法律
（住民に対する周知のための措置）
第十二条 市町村長は、その区域内に存する特定農業用ため池の決壊に関する
情報の伝達方法、避難施設その他の避難場所及び避難路その他の避難経路に関
する事項その他水害その他の災害時における円滑な避難を確保する上で必要な
事項について、これらを記載した印刷物の配布その他の必要な措置を講ずるこ
とにより、住民に周知させるよう努めるものとする。

■関係法令

■作成手順

泉源寺池
上：表面、下：裏面

■ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ作成例
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被害の軽減、早期復旧・復興のための対策事例
〈地籍調査の取り組み(地図混乱地域の解消)〉 京都府 中丹広域振興局 農林商工部

地籍調査は、国土調査法に基づき、主に市町村が実施主体となり行われます。
一筆毎の土地について、その所有者、地番及び地目を調査し、境界及び面積に関する測量を行い、その結
果を地籍図及び地籍簿に取りまとめ、登記所に送付されます。

・土地境界をめぐるトラブルの未然防止
・登記手続きの簡素化、費用縮減
・土地の有効活用の促進
・各種公共事業の効率化、コスト削減
・公共物管理の適正化
・災害復旧の迅速化 など

■地籍調査の主な効果

①
住
民
へ
の
説
明

②
一
筆
地
調
査

③
地
籍
測
量

④
地
積
測
定
・
地
籍
図
等
作
成

⑤
成
果
の
閲
覧
・
確
認

⑥
認

証

⑦
登
記
所
へ
の
送
付

地籍調査の効果の具体例（災害復旧事業の迅速化）
※以下、国交省作成「地籍調査の迅速化に向けた対応について」等から一部引用

●一級河川久慈川の氾濫で被災した地区（茨城県）
豪雨により浸食された久慈川等の護岸復旧工事を実施するにあ

たり、復旧工法や用地取得を検討する上で境界確認が必要であっ
たが、被害地区は地籍調査が完了していたことにより、境界確認
作業等が円滑に実施。地籍調査が未実施だった場合の地区と比較
して、約３ヶ月早期に工事着手。

●平成30年7月豪雨（西日本豪雨）で被災した地区（広島県）
緊急的な直轄砂防工事を実施するにあたり、地籍調査が実施されて

いる箇所では、境界確定が速やかにできたため、約３ヶ月早期に工事
着手。

■調査の方法
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伊佐津川水系

流域治水プロジェクトフォローアップ(案)

い さ づ
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伊佐津川水系流域治水プロジェクト【位置図】
～歴史的産業と暮らしを紡ぐ流域治水の推進～

舞鶴市

綾部市

伊佐津川水系N

JR西舞鶴駅

舞鶴湾

舞鶴西IC

0 1 2(km)

京都府二級水系
流域治水プロジェクト

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
・河川等整備
・河川等の維持管理
・漁港整備
・土砂災害を防止する施設の整備・維持
・流域の雨水貯留機能の向上・保全

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
・水災害リスク情報空白地帯の解消
・住民の水害リスクに対する理解促進の取組
・土砂災害警戒区域等の指定
・避難行動に資する情報発信等の高度化
及び防災情報の充実
・確実な避難行動の実施
・排水ポンプ車導入、出動要請の連絡体制の整備、
排水計画に基づく排水訓練の実施
・避難経路の浸水対策
・水防工法等の訓練や土のう等の備蓄資材等の
確保など、水防活動の支援
・地図混乱地域の解消

■被害対象を減少させるための対策
・宅地嵩上げ

対策内容

※本図は全対策の内、代表的な対策を記載している。
※具体的な対策内容については今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

維持掘削、河道内
樹木の伐採

砂防堰堤の
堆積土砂の撤去

洪水浸水想定区域
の指定(完)

砂防関係施設の整備

河道掘削、築堤

河道拡幅、護岸整備

土砂災害警戒
区域等の指定(完)

河口部の泊地浚渫

森林整備(本数調
整伐)(完)

危険木等の撤去

危険木等の撤去

治山施設の整備(完)

治山施設の整備

ため池ハザードマップ
作成(完)・周知

河口部の泊地浚渫
(舞鶴漁港泊地 グラブ浚渫状況)

舞鶴市総合モニタリングシステム構築
雨量計、水位計、監視カメラの活用

洪水、高潮予測の高度化

砂防関係施設の整備

宅地嵩上げ

○気候変動の影響による災害の頻発化・激甚化に対応するため、昭和28年台風13号と同規模の洪水を安全に流下させることを目標に河川整備を実施して
いる伊佐津川水系では、以下の事前防災対策の取り組みを実施していくことで、 流域における浸水被害の軽減を図る。

※災害からの安全な京都づくり条例に基づき、府、市等
が一体となって防災対策を推進開発行為に伴う

調整池の設置義務付け

模式図
広報ステッカー設置事例

（府庁２号館屋上）

250 L 200 L

マイクロ呑龍（各戸雨水貯留施設）

昭和28年台風13号による被害
『舞鶴市全域：浸水家屋約19,000戸、浸水面積 825ha』

伊佐津川河川整備状況

九枠橋

於与岐町

黒谷町

七日市

西吉原

上安

清道

今田

池ノ内下

寺田

岸谷

境谷

伊佐津川水系

水源林造成事業による森林の整備・保全
5箇所 森林面積 89ha 

い さ づ

京都府管理河川

流域界

（完） 対策完成

流域内各地の対策

凡例
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氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策事例＜水源林造成事業による森林の整備・保全＞
国立研究開発法人森林研究・整備機構森林整備センター近畿北陸整備局

26

⚫ 水源林造成事業は、奥地水源地域の民有保安林のうち、所有者の自助努力等によっては適正な整備が見込めない箇
所において、針広混交林等の森林を整備することにより、森林の有する公益的機能の高度発揮を図る事業です。

⚫ 水源林造成事業地において除間伐等の森林整備を計画的に実施することで、樹木の成長や下層植生の繁茂を促し、
森林土壌等の保水力の強化や土砂流出量の抑制を図り、流域治水を強化促進します。

⚫ 中丹管内流域における水源林造成事業地は、約10箇所（森林面積約405ha）であり、流域治水に資する除間伐等の
森林整備を計画的に実施していきます。

兵庫県

福井県

N

一級河川
由良川流域

日本海

中丹管内

丹後管内



伊佐津川水系流域治水プロジェクト【ロードマップ】
～歴史的産業と暮らしを紡ぐ流域治水の推進～

⚫ 伊佐津川水系では、上下流・本支川の流域全体を俯瞰し、府、市が一体となって、以下のとおり「流域治水」を推進し、流域全体の安全度の向上・保全等を図る。
【短 期】 河川整備により、河川の断面を広げるとともに、「宅地嵩上げ」や「砂防関係施設の整備」等を

実施する。
【中 長期】 支川も含めた河川整備により、さらなる流下能力の向上を図るとともに、「水防工法等の訓練や土のう等

の備蓄資材等の確保など、水防活動の支援」や「地図混乱地域の解消」等のソフト対策を実施する。

気候変動
を踏まえた
更なる対策
を推進

区分 主な対策内容 実施主体
工程（ 対策実施中 対策完成）

短期（令和４年

度～令和８年度）
中長期（令和９年度～令和33年度）

氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすため

の対策

河川等整備 京都府、舞鶴市

河川等の維持管理 京都府、舞鶴市、綾部市

漁港整備 京都府

土砂災害を防止する施設
の整備・維持 京都府

流域の雨水貯留機能の
向上・保全

京都府、舞鶴市、綾部市

被害対象を減少させるた
めの対策 宅地嵩上げ 舞鶴市

被害の軽減、早
期復旧・復興のた

めの対策

水災害リスク情報空白地帯の解消、
住民の水害リスクに対する理解促進の

取組
京都府、舞鶴市、綾部市

土砂災害警戒区域等の
指定 京都府

避難行動に資する情報発信等の高度
化及び防災情報の充実、
確実な避難行動の実施

京都府、舞鶴市、綾部市

排水ポンプ車導入、出動要請の
連絡体制の整備、排水計画に基

づく排水訓練の実施
京都府、舞鶴市、綾部市

避難経路の浸水対策 舞鶴市
水防工法等の訓練や土のう等の
備蓄資材等の確保など、水防活

動の支援
舞鶴市、綾部市

地図混乱地域の解消 京都府、舞鶴市

※スケジュールは今後の事業進捗の状況によって変更となる場合がある。

京都府二級水系
流域治水プロジェクト

■河川対策
事 業 費 約42.5億円※

対策内容 河道掘削、築堤 等
※令和３年度以降の河川整備計画の残事業費を記載

伊佐津川河道掘削、
築堤完成

米田川河道拡幅、
護岸整備完成

伊佐津川（河口～米田川

合流点）河道掘削、護岸
整備完成



高野川水系

流域治水プロジェクトフォローアップ(案)

たか の
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高野川水系流域治水プロジェクト【位置図】
～仲間とともに歩み、寄り添い、守る流域治水の推進～

平成16年台風23号による被害
『浸水家屋 798戸、浸水面積 52ha』

0 1 2(km)

舞鶴湾

JR西舞鶴駅

高野川水系

 

京都府二級水系
流域治水プロジェクト

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
・河川等整備
・河川等の維持管理
・下水道、排水機場などの排水施設の整備・維持
・土砂災害を防止する施設の整備・維持
・河口部の高潮対策
・流域の雨水貯留機能の向上・保全

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
・水災害リスク情報空白地帯の解消
・住民の水害リスクに対する理解促進の取組
・土砂災害警戒区域等の指定
・避難行動に資する情報発信等の高度化
及び防災情報の充実
・確実な避難行動の実施
・排水ポンプ車導入、出動要請の連絡体制の整備、
排水計画に基づく排水訓練の実施
・避難経路の浸水対策
・水防工法等の訓練や土のう等の備蓄資材確保など、
水防活動の支援
・地図混乱地域の解消

■被害対象を減少させるための対策
・宅地嵩上げ

対策内容

※本図は全対策の内、代表的な対策を記載している。
※具体的な対策内容については今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

国土地理院Vector(仮称)に凡例等を追記
令和元年台風18号による高潮被害

河道掘削、河道拡幅
橋梁改築

維持掘削、河道内樹木の伐採

砂防堰堤の堆積土砂の撤去

土砂災害警戒
区域等の指定(完)

洪水浸水想定区域
の指定(完)

森林整備(本数調整伐)(完)

治山施設の整備(完)

公共下水道(雨水)函渠、
雨水ポンプ場、
フラップゲートの整備

舞鶴市総合モニタリングシステム構築
雨量計、水位計、監視カメラの活用

洪水、高潮予測の高度化

護岸嵩上げ

舞鶴市

宅地嵩上げ

※災害からの安全な京都づくり条例に基づき、府、市等
が一体となって防災対策を推進

開発行為に伴う
調整池の設置義務付け

模式図
広報ステッカー設置事例

（府庁２号館屋上）

250 L 200 L

マイクロ呑龍（各戸雨水貯留施設）

高野由里地区

高野川河川整備状況

N 高野川水系
竹屋

引土

女布

高野由里

城屋

○気候変動の影響による災害の頻発化・激甚化に対応するため、平成16年台風23号と同規模の洪水に対して人家浸水被害の解消を図ることを目標に河川
整備を実施している高野川水系では、以下の事前防災対策の取り組みを実施していくことで、流域における浸水被害の軽減を図る。

水源林造成事業による森林の整備・保全
1箇所 森林面積 24ha

京都府管理河川

流域界

（完） 対策完成

流域内各地の対策

凡例

たか の
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高野川水系流域治水プロジェクト【ロードマップ】
～仲間とともに歩み、寄り添い、守る流域治水の推進～

⚫ 高野川水系では、上下流・本支川の流域全体を俯瞰し、府、市が一体となって、以下のとおり「流域治水」を推進し、流域全体の安全度の向上・保全等を図る。
【短 期】 河川整備により、河川の断面を広げるとともに、「宅地嵩上げ」や「雨水ポンプ場の整備」等を実施する。
【中 長期】 河川整備により、さらなる流下能力の向上を図るとともに、「地図混乱地域の解消」等のソフト対策を実施する。

京都府二級水系
流域治水プロジェクト

気候変動
を踏まえた
更なる対策
を推進

区分 主な対策内容 実施主体
工程（ 対策実施中 対策完成）

短期（令和４年

度～令和８年度）
中長期（令和９年度～令和33年度）

氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすため

の対策

河川等整備 京都府、舞鶴市

河川等の維持管理 京都府、舞鶴市

下水道、排水機場などの
排水施設の整備・維持 舞鶴市

土砂災害を防止する施設
の整備・維持 京都府

河口部の高潮対策 京都府

流域の雨水貯留機能の
向上・保全 京都府、舞鶴市

被害対象を減少させるた
めの対策 宅地嵩上げ 舞鶴市

被害の軽減、早
期復旧・復興のた

めの対策

水災害リスク情報空白地帯の解消、
住民の水害リスクに対する理解促進の

取組
京都府、舞鶴市

土砂災害警戒区域等の
指定 京都府

避難行動に資する情報発信等の高度
化及び防災情報の充実、
確実な避難行動の実施

京都府、舞鶴市
排水ポンプ車導入、出動要請の
連絡体制の整備、排水計画に基

づく排水訓練の実施
京都府、舞鶴市

避難経路の浸水対策 舞鶴市
水防工法等の訓練や土のう等の
備蓄資材等の確保など、水防活

動の支援
舞鶴市

地図混乱地域の解消 京都府、舞鶴市

※スケジュールは今後の事業進捗の状況によって変更となる場合がある。

■河川対策
事 業 費 約85.3億円※

対策内容 河道掘削、河道拡幅 等
※令和３年度以降の河川整備計画の残事業費を記載

河道掘削、護岸整
備完成（大手川合流
点～出雲谷橋）

大手ポンプ場完成

河道拡幅、河道掘
削完成（大手川合流点

より下流）
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⚫ 水源林造成事業は、奥地水源地域の民有保安林のうち、所有者の自助努力等によっては適正な整備が見込めない箇
所において、針広混交林等の森林を整備することにより、森林の有する公益的機能の高度発揮を図る事業です。

⚫ 水源林造成事業地において除間伐等の森林整備を計画的に実施することで、樹木の成長や下層植生の繁茂を促し、
森林土壌等の保水力の強化や土砂流出量の抑制を図り、流域治水を強化促進します。

⚫ 中丹管内流域における水源林造成事業地は、約10箇所（森林面積約405ha）であり、流域治水に資する除間伐等の
森林整備を計画的に実施していきます。

兵庫県

福井県

N

一級河川
由良川流域

日本海

中丹管内

丹後管内


